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Abstract
This paper presents a descriptive analysis of Japanese teen slang mazi-manzi “マジ卍” or 
manzi “卍” in comparison with yabai “やばい .”  One of their significant characteristics is that 
they can describe either positive or negative situations:  Tesuto goukaku, mazi-manzi! “I passed 
the exam, woo-hoo!” （positive） or Ame-ni nure-ta, mazi-manzi. “I got wet in the rain, shoot.” 
（negative）, and Kono wan-piisu yabai-yo-ne! “This dress is super cute!” （positive） or Kaoiro 
yabai-yo. “You look so pale.” （negative）.
While yabai has often been discussed in terms of syntax, phonology, semantics, and 
pragmatics in previous studies （Takeuchi（2007）, Horasawa and Iwata （2009）, Sano （2012）, 
Konno （2015） etc.）, mazi-manzi has not because of its specificity and temporality.
The interpretational similarity given above might lead us to consider that they share the 
same or similar linguistic features.  A closer look at these two, however, reveals that they are to 
be distinguished.  In particular, I would like to claim that （i） while yabai shows adjective-like 
behavior, mazi-manzi displays adjectival noun-like behavior, （ii） while yabai has adverbial use, 
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（２） a. ステーキ美味しすぎ！マジ卍！ 
（肯定的）
















































































































































































 　A:  レポート忘れてた！！明日まで
だよ～。


















































  A:  ねー、あれ見て！ヤバイ、めっ
ちゃきれい！




















































































（19） a. A:  ねぇ、となりのクラスの〇〇く
んって顔が怖いよね！
  B:  あの人の顔って、マジ卍って感
じだね。 （否定「怖い」）






































（21） a. ｛* 卍／やばい｝くらい難しかった。
 （否定）
 b. この車、｛* 卍／やばい｝くらいかっ
こいい。 （肯定）
 c. ｛* 卍／やばい｝うざい。 （否定）





















































 b. A: レポート終わった？
















 b. A: レポート終わった？
  B:  忘れてた！マジ卍！







































































































および International Cognitive Linguistics 
Conference 15（国際認知言語学会第15回
大会、2019年８月於関西学院大学）にて、
“The Interpersonal Function of Japanese 



























テ ィ ン グ 支 援 を 手 が け る 株 式 会 社
Appreciation Modesty Fullpower（AMF）
によるトレンドリサーチにおいて、2017年
JC・JK 流行語大賞のコトバ部門の４位に
入賞した。JC は女子中学生、JK は女子高
校生の略語である。ただし、日本人女子大
生インフォーマントによれば、2019年12月
現在では当該表現を使用する若者は少数で、
「マジ卍」はすでに時代遅れの表現である
と位置づけられているようである。
２　「マジ卍」に関する先行研究および例文デー
タが乏しい関係で、本論で例文として挙げ
ているものは、主に学生使用者からのデー
タおよびインターネット上で使用されてい
るデータを用いている。
３　感動詞は、感嘆詞または間投詞とも称され
るが、各表現間に明確な区別はない。した
がって本論では、該当する表現はすべて「感
動詞」に統一して議論を進める。感動詞お
よび感嘆詞の用語や定義の違いおよび変遷
については石川（2018）を参照。
４　形容詞と形容動詞を区別する学者としない
学者がいるが、形態上の違い（例：一般的
な形容詞の終止形は「い」であるのに対し、
形容動詞は「だ」などが接続する点）が明
確に存在することに注目し、本論では、こ
れらは別の品詞として扱う。
５　加えて、「マジ卍」の音韻的側面も論考す
べき問題ではあるが、本稿で詳細に踏み込
むことは控えたい。有光（2019:155）は、『「マ
ンジ」が「マジ」の強調形で「本当に」と
いう意味になっていると推測されている。』
と述べている。この提案が真であるならば、
それが言語的に何を意味しているか、そし
てどのような語用論的効果をもたらすのか
といった問題について考えなければならな
い。この点については、特に音韻論および
語用論の観点から検証する必要があるが、
機会を改めたい。
６　（7b）の容認度が“??”であるのは、この
表現自体、完全に容認されないとはいい切
れないと数名の日本人女子大生インフォー
マントが述べたことによる。インフォーマ
ントは、この表現自体を耳にしたことはな
いが、仮に話し手がこの表現を使用しても、
聞き手としてその意図は辛うじて理解でき
ると述べている。
７　この提案に関してはさらなる論証が必要に
なってくるが、「卍」という言語の定義が
あいまいなまま若年層に使用されているの
は確かな事実であるので、本稿ではこの事
実を踏まえて議論を進めることにする。
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